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【背景・目的】 

漁港は、漁船の係船や水産物の水揚げといった産業活動の場であると同時に水産生物の生息場でもあり、幼稚魚の保護

育成機能を持っているほか、漁港周辺海域は漁場としても利用されている。そこで、漁港区域を主な棲みかとするメバル

とカサゴを対象に、次のこと行う。 

 

１）「すみやすさ指数」を用いて、漁港の生息環境を定量的に評価 
２）漁港が持つ「魚を育てる機能」を強化する手法を検討し、その効果を予測 
３）「すみやすさ指数」を求めるための調査手法のマニュアル化 

 
【調査内容】 

１）沼島漁港を対象に、水質・底質・海底地形・魚介類・餌料動物・海藻草類な

どを調査 

２）メバル・カサゴの、漁港内での「すみやすさ」を0～1の数値（すみやすさ指

数）で評価 

３）漁港の改善箇所と改善方策を想定し、改善すると「すみやすさ指数」がど

う変わるのかを予測 

   

【整備前（現状）】 【整備後（イメージ）】 

  
 
 

 
 

 

魚の生息環境に配慮した構造物として、投石、増殖用ブロッ

ク、付着基質などを検討した結果、付着基質を護岸の鉛直面

に取り付けた場合を想定（海藻、葉上・付着動物量が増加） 

【技術開発】 

他の漁港にも応用できるよう、現状評価～予測までの現地調査手法（底質・水質・餌料生物）、解析手法をマニュアル化 

【まとめ】 

① 本調査手法を用いることにより、漁港施設の改修時等に、魚の生息環境に配慮した防波堤、投石、増殖用ブロックな

どの構造物の採用を検討できる。 

② 構造物の設置等にともない、海藻の繁茂による水質浄化効果、また餌料生物や隠れ家が増加して漁港内で魚が増え

ることにより、漁港周辺での魚類の水揚げ増加が期待できる。 
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すみやすさ指数とは・・・ 
魚の生息条件に関わる環境要因（水質、底質
等）と生息尾数などの関係を評価したもの。 
０～１で表し、１に近いほどすみやすい。 
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